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2最大電力と日電力量a-1

●最大電力は、ある期間の中で最も多く使用された電力。

●日電力量は、1 日に消費される総電力量。

電力（kW）と電力量（kWh）

kWとは、電力の大きさ（力の大

きさ）を示す単位であり、kWhと

は、電力がどれだけの時間仕事を

したかの仕事量（エネルギー量）

を示す単位である。つまり、1kW

の電気製品を 1 時間使用すると、

1kWhの電力量が消費されること

になる。

kWと kWhの違いを各家庭の水道

でたとえると、kWは水道管の径

の太さであり、kWhはその水道管

からある時間に出た水量をいう。

電力ではこの水道管の径を、需要

に合わせて変化させている。

最大電力

電気の使い方には多い時と少ない時があるが、ある期間の中で最も多く使用された電

力を最大電力という。一般には 1時間ごとの平均電力のうちの最大のものを示す「時

間最大電力」が使われている。30分間平均、15分間平均、瞬時などを記録すれば、

それぞれ 30分、15分、瞬時の最大電力という。なお期間のとり方によって日、月、

年の最大電力がある。

年最大電力は 1年を通して最も電気が使われた時のものをいい、冷房機器の著しい普

及により、全国的に夏季（北海道は冬季）に記録されることが多い。

最大電力と同じ日に記録されることが多い最大日電力量

1 日で消費された電力量は日電力量で表わされ、最大電力が記録される日に最大日電

力量も記録されることが多い。

kW

 時間

kWh

「発電設備（kW）」とは、 
  水道管にたとえれば
「径の太さ」に相当する。

「発電電力量（kWh）」
  とは、水道管から出た
「水の量」に相当する。
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●最大電力（1日最大）及び最大日電力量の推移
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10エリア合成・送電端

最大電力及び最大日電力量の推移a-2

●最大電力、最大日電力量の伸びは近年鈍化傾向にある。

最大電力は、経済の発展や冷房需要の増加などにより急速に上昇して

きたが、近年、その伸びに鈍化傾向が見られる。

●最大電力及び最大日電力量の推移
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a-2 最大電力及び最大日電力量の推移

（注）10電力合成・発電端

（出典）電力広域的運営推進機関「電力需給及び電力系統に関する概況」

（出典）電気事業連合会調べ
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5 最大電力発生日の時間別電力需要の推移a-3

●時間による需要の格差は、設備利用率を低下さ

せる。

●電力会社は、さまざまな方法によって格差の縮

小に取り組んでいる。

最大電力を記録した夏のある 1日の中での電力需要の変

化をみると、近年の電気の使われ方に大きな特徴がある

ことがわかる。最も消費が多いピーク（昼間）と最も消

費が少ないボトム（未明）では約2倍の格差が生じている。

電気は貯えておくことが難しいエネルギーであるため、

安定供給のためにはつねに需要のピークに見合った能力

の設備をつくって対応しなければならない。したがって

このような時間帯の違いによる電力需要の格差は、設備

の利用効率を低下させ、電力供給コストを上昇させる一

因となっている。電力会社は、さまざまな方法によって

格差の縮小に取り組んでいる。
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●夏季の最大電力発生日における電気の使われ方の推移
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　　　2016年以降は10エリア合成・送電端　（出典）電力広域的運営推進機関のホームページの数値
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6 月別最大電力の推移a-4

●電気の使われ方は季節によっても大きく変化。

●夏・冬と春・秋では電力需要に約1.5倍の格差。

月別に電力需要を見ると、1年を通しても電気の使われ

方に大きな変化があることがわかる。1968年度に夏ピー

クとなったわが国の電力需要は、冬の暖房需要の高まり

と合わせて、現在では夏・冬の2つのピークとなっている。

こうした季節による電力需要の格差は、時間帯による格

差の拡大とともに設備の利用効率を低下させ、電力供給

コストを上昇させる一因となっている。

●月別最大電力の推移（2021年度）
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0

50

100

150

200

149151
145



7最大電力と需給バランスa-5

●電気は「需要」と「供給」が同時。

●安定した電力供給のため、不意の需要増加等に備えた供給力の確保が必要。

電気は需要と供給が同時に行われるものであることから、安定した電力供給を行うために

は不意の需要増加や天候の急変による太陽光発電の出力変動又は発電所の事故等に備え、

合理的な範囲内で常に需要を上回る供給力（供給予備力）を確保しておく必要がある。
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　　2016年度以降は10エリア計　（出典）電力広域的運営推進機関「電力需給及び電力系統に関する概況」
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8供給予備率の推移（夏季）a-6

●過去 20 年間、夏季における供給予備率は一定の水準（9 〜 14％）で推移。ただし、

東日本大震災後は、供給力及び需要ともに震災前より大きく落ち込んでいる。
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9供給予備率の推移（冬季）a-6

●冬季における供給予備率は、東日本大震災の前後で、20％超から 10％台前半へと

大きく低下。他方、需要は、震災の前後を通じてほぼ同水準。
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10負荷率a-7

●負荷率とは、ある期間における平均電力の最大

電力に対する割合。

●負荷率の悪化は電力供給コストを上昇させる大

きな要因。

電気事業では、すべての発電設備の中で実際に使われた

電力（キロワット）を負荷という。そしてこの電力（負荷）

のある期間における平均（平均電力）の最大電力に対す

る比率を負荷率という。

負荷率は以下の計算式で算出する。

　　　　　　　一定期間の平均電力
　　　負荷率＝　　　　　　　　　　× 100(％）
　　　　　　　同期間中の最大電力
※期間のとり方によって日負荷率、月負荷率、年負荷率などがある。

負荷率は設備の利用効率を表

す数値であり、60％程度で推移

している。これは電気は貯え

ておくことができず、つねに

需要のピークに見合った能力

の設備が必要だからであり、年間平均でみると設備の約

半分は発電していない。設備にかかる固定費は、発電量

の増減に連動しないため、負荷率の低下は、電力量あた

りのコストを上昇させる大きな要因となっている。
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　　2016年度以降は10エリア計　（出典）電力広域的運営推進機関「電力需給及び電力系統に関する概況」
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